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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年8月20日(2015.8.20)

【公表番号】特表2014-520764(P2014-520764A)
【公表日】平成26年8月25日(2014.8.25)
【年通号数】公開・登録公報2014-045
【出願番号】特願2014-517444(P2014-517444)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/27     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    7/06     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ    5/10     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    5/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   25/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/24     　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月26日(2015.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミノ酸が３から６個の配列で、フィコシアノビリン構造を有する発色性ペプチド（Ｐ
ＣＢ－ａａ）において、アミノ酸配列が、配列番号１～配列番号５と同定された配列によ
って構成される群から選択されることを特徴とする上記発色性ペプチド（ＰＣＢ－ａａ）
。
【請求項２】
　請求項１に記載の発色性ペプチド（ＰＣＢ－ａａ）の少なくとも１つ及び許容される医
薬添加剤を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項３】
　虚血性及び神経変性疾患の予防及び治療のために、配列番号１から配列番号５にある前



(2) JP 2014-520764 A5 2015.8.20

記発色性ペプチド（ＰＣＢ－ａａ）の少なくとも１つを０．９～３．３７５ｍｇの範囲で
及び薬学的に許容される添加剤を含むことを特徴とする、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　配列番号１～配列番号５と同定された請求項１に記載のペプチド及びフィコシアノビリ
ンによって形成される群から選択された、虚血又は脳変性の予防又は治療のための化合物
。
【請求項５】
　請求項４に記載の化合物を含む、虚血性、炎症性又は神経変性損傷と共に進行する中枢
神経系（ＣＮＳ）疾患を予防又は治療するための医薬組成物。
【請求項６】
　請求項４に記載の化合物の少なくとも１つを含む、虚血又は組織変性の予防又は治療の
ための医薬組成物。
【請求項７】
　虚血又は組織変性が、虚血性、炎症性又は神経変性損傷と共に進行するＣＮＳ疾患を引
き起こす、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　構成要素が相乗効果を有し、請求項４に記載の配列番号１～配列番号５と同定されたペ
プチド及びフィコシアノビリンからなる群から選択された第１の構成要素、並びにＩ型イ
ンターフェロン、インターロイキン－２（ＩＬ－２）、エリスロポエチン（ＥＰＯ）、ア
シアロＥＰＯ及びヒト成長ホルモンの分泌促進ペプチド（ＧＨＲＰ－６）によって構成さ
れる群から選択された第２の構成要素を含むことを特徴とする、薬学的組合せ。
【請求項９】
　第２の構成要素がインターフェロンα又はインターフェロンβの場合がある、請求項８
に記載の組合せ。
【請求項１０】
　配列番号１から配列番号５と同定された前記ペプチドのいずれかを０．９～３．３７５
ｍｇ／Ｋｇ重量、フィコシアノビリンを３００～７５０μｇ／Ｋｇ重量及びインターフェ
ロンα又はβを５００～５０００ｎｇ／Ｋｇ重量で使用する、請求項８に記載の組合せ。
【請求項１１】
　配列番号１～配列番号５と同定されたペプチド及びフィコシアノビリンによって形成さ
れる群から選択された第１の構成要素、並びにインターフェロンα（ＩＦＮ－ａ）及びイ
ンターフェロンβ（ＩＦＮ－ｂ）を含むＩ型インターフェロン；インターロイキン－２（
ＩＬ－２）；エリスロポエチン（ＥＰＯ）；アシアロＥＰＯ及びヒト成長ホルモンの分泌
促進ペプチド（ＧＨＲＰ－６）によって形成される群から選択された第２の構成要素を含
み、虚血、炎症又は神経変性に起因するＣＮＳ疾患を予防又は治療する医薬を製造するた
めの、請求項８に記載の薬学的組合せ。
【請求項１２】
　前記医薬が、急性又は慢性疾患の結果として損傷を受けた脳実質を保護する、請求項１
１に記載の薬学的組合せ。
【請求項１３】
　前記ＣＮＳ疾患が、原因が異なる脳虚血、多発性硬化症、アルツハイマー病及びパーキ
ンソン病を含む、請求項１１に記載の薬学的組合せ。
【請求項１４】
　配列番号１～配列番号５と同定されたペプチド及びフィコシアノビリンによって構成さ
れる群から選択された第１の構成要素；並びにインターフェロンα（ＩＦＮ－ａ）及びイ
ンターフェロンβ（ＩＦＮ－ｂ）を含むＩ型インターフェロン；インターロイキン－２（
ＩＬ－２）；エリスロポエチン（ＥＰＯ）；アシアロＥＰＯ及びヒトＧＨのペプチド分泌
促進（ＧＨＲＰ－６）によって構成される群から選択された第２の構成要素を含む薬学的
組合せを含む、虚血、炎症又は神経変性に起因するＣＮＳ疾患の予防又は治療のための医
薬組成物。
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【請求項１５】
　前記組合せが、急性又は慢性疾患の結果として損傷を受けた脳実質を保護する、請求項
１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記組合せを形成する前記構成要素が、原因が異なる脳虚血、多発性硬化症、アルツハ
イマー病、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳運動失調症、ハンチントン病及びパーキンソン
病などのＣＮＳ疾患の薬物治療の過程の間に、同じ対象に同時に又は逐次的に投与され得
る、請求項１４に記載の医薬組成物。
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